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 令和５年度決算議案７件を審査するため、10 月 15 日から 10 月 18 日まで開催しました。

決算審査特別委員会

決算審査特別委員会委員（９月５日選任）

◎委員長　　福山晴美（創生岩出）

〇副委員長　𠮷本勧曜（ネット岩出）

　委　員　　井神慶久（ネット岩出）

　委　員　　奥田富代子（公明党議員団）

　委　員　　尾和正之（郁青青クラブ）

　委　員　　玉田隆紀（公明党議員団）

　委　員　　三栖慎太郎（郁青青クラブ）

　委　員　　増田浩二（日本共産党議員団）

　決算審査特別委員会は、市の前年度の決

算認定について審査するために設置される

特別委員会です。

令和６年第３回定例会議決結果

案　件　名 結 果

「〇」賛成　「×」反対　「－」賛否に加わっていない　「欠」欠席
※ 議長は通常採決に加わらないため「/」としています。
公 明 党
議 員 団

日本共産
党議員団

創生
岩出

郁青青
クラブ ネット岩出

奥
田
富
代
子

大
上
正
春

玉
田
隆
紀

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

尾
和
正
之

山
本
重
信

三
栖
慎
太
郎

井
神
慶
久

田
中
宏
幸

福
岡
進
二

吉
本
勧
曜

岩出市国民健康保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 － 〇 〇 〇 / 〇 〇
岩出クリーンセンター基幹的設備改良工事
請負契約について 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 / 〇 〇

賛否が分かれた議案等

全会一致の議案等
案　　　件　　　名 結果

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度岩出市一般会計補正予算第２号） 承認
岩出市民プール設置及び管理条例の一部改正について 可決
紀の川左岸高齢者等スポーツ広場設置及び管理条例の一部改正について 可決
岩出市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正について 可決
令和６年度岩出市一般会計補正予算（第３号） 可決
令和６年度岩出市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決
令和６年度岩出市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決
市道路線の認定について 認定

・一般会計歳入歳出決算認定

・国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

・介護保険特別会計歳入歳出決算認定

・後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

・墓園事業特別会計歳入歳出決算認定

・水道事業会計剰余金の処分及び収入支出決算認定

・下水道事業会計収入支出決算認定
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福
ふく

岡
おか

進
しん

二
じ

　議員	 4ページ

◎戸籍法改正について

◎認知症基本法について

大
おお

上
うえ

正
まさ

春
はる

　議員	 5ページ

◎「マイナ保険証」の普及と利用促進等について

◎家庭用廃食油について

◎市民プールについて

◎こどもの居場所づくりについて

奥
おく

田
だ

富
と

代
よ

子
こ

　議員	 6ページ

◎子育て世帯訪問支援事業について

◎認知症の方とその家族が安心して暮らせるまち

づくりについて

◎水害対策について

尾
お

和
わ

正
まさ

之
ゆき

　議員	 7ページ

◎子ども医療費無料化について

◎若もの広場周辺の公共施設トイレについて

市
いち

來
き

利
り

恵
え

　議員	 8ページ

◎学校給食費無償化について

◎大阪・関西万博、子どもたちの教育旅行について

◎岩出クリーンセンター基幹的設備改良工事につ

いて

増
ます

田
だ

浩
こう

二
じ

　議員	 9ページ

◎農免道路の整備について

◎用水路排水対策の促進について

◎介護事業について

一般質問項目の事前公表　一般質問の質問者・項目は、事前にウェブサイトで公表しています。

令和６年第３回定例会（９月議会）

＊　質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを  

　　各議員の責任のもとに掲載しました。

＊　内容等については、質問者にお問い合わせください。

一般質問
問6 人の議員が

市政を う
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・認知症サポーター養成講座

・見守り愛ネットワーク事業

・認知症カフェ事業

戸
籍
法
改
正
に
つ
い
て

昨
年
の
改
正
法
に
よ
り
、

戸
籍
の
記
載
事
項
の
氏
名
に

加
え
て
、
新
た
に
ふ
り
が
な

が
追
加
さ
れ
、
公
布
の
日
か

ら
２
年
以
内
に
施
行
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
国
で
は
、
令

和
７
年
５
月
頃
を
目
途
に
、

戸
籍
に
氏
名
の
ふ
り
が
な
の

記
載
を
開
始
す
る
予
定
と
し

て
い
る
。

質　

問

①
本
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
方
の
人
数
は
。

②
戸
籍
法
改
正
の
施
行
に
向

け
、
現
在
の
状
況
は
。

③
ふ
り
が
な
入
力
は
、
市
職

員
で
対
応
す
る
の
か
。

答　

弁　

総
務
部
長

①
令
和
６
年
８
月
31
日
時
点
、

本
籍
数
１
万
７
１
６
６
戸
籍
、

本
籍
人
口
数
４
万
２
３
０
６

人
。

②
現
在
、
戸
籍
情
報
シ
ス
テ

ム
等
、
関
係
シ
ス
テ
ム
の
改

修
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
令
和
６
年
度
作
業

と
し
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

11
月
以
降
、
戸
籍
情
報
シ
ス

テ
ム
に
登
録
し
た
仮
の
ふ
り

が
な
の
情
報
を
法
務
省
の
戸

籍
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
に
全

件
送
信
す
る
作
業
を
行
っ
て

い
く
。

③
円
滑
に
業
務
が
遂
行
で
き

る
よ
う
、
一
部
業
務
委
託
も

視
野
に
入
れ
た
事
業
実
施
案

を
検
討
し
て
い
る
。

再　

質　

問

市
役
所
で
の
入
力
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
策
等
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　

弁　

総
務
部
長

氏
名
の
ふ
り
が
な
に
限
ら

ず
、
戸
籍
へ
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
複
数
人
の
職

員
で
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
事
を

徹
底
し
、
正
確
な
戸
籍
記
載

に
努
め
て
い
る
。

認
知
症
基
本
法
に
つ
い
て

質　

問

①
認
知
症
施
策
の
現
状
は
。

②
相
談
窓
口
や
相
談
体
制
の

現
状
は
。

③
今
後
の
取
組
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し

た
認
知
症
予
防
教
室
や
、
認

知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
事
業
と
し
て
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
認
知
症
等
に
よ
り
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に

地
域
の
支
援
を
得
て
、
早
期

発
見
、
保
護
に
つ
な
げ
る
見

守
り
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
。

専
門
職
等
と
交
流
や
相
談

が
で
き
る
場
と
し
て
、
市
内

２
か
所
で
認
知
症
カ
フ
ェ
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
専
門
職
が
相
談
に
対

応
し
て
い
る
。

③
地
域
全
体
で
認
知
症
に
対

す
る
理
解
が
さ
ら
に
進
む
よ

う
、
市
の
広
報
紙
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
企
業
や
自
治
会

等
と
連
携
し
て
積
極
的
に
実

施
し
て
い
く
。

今
後
も
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
き
生
き
と
過
ご
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
支
援
を
行
う
。

福
ふく

岡
おか

　進
しん

二
じ

 議員
（ネット岩出）
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こどもの居場所づくりを

規
発
行
が
な
く
な
る
。

質　

問

①
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
。

②
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
に
向
け
た
広
報
活
動
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
国
民
健
康
保
険
で
は
14.6
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
8.09
％

②
こ
れ
ま
で
の
周
知
啓
発
の

ほ
か
、
今
後
は
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
情
報
の
お
知
ら

せ
に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

方
法
や
、
利
用
メ
リ
ッ
ト
が

記
載
さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
同
封

す
る
。

市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

質　

問

①
プ
ー
ル
の
利
用
者
数
は
。

②
プ
ー
ル
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
、
見
直
し
の
考
え
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
令
和
６
年
度
は
１
万
１
２

６
６
人
。
令
和
５
年
度
は
１

万
５
７
６
人
。

②
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

運
営
し
て
お
り
、
料
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
市
と
協

議
の
う
え
指
定
管
理
者
が
料

金
を
定
め
る
事
と
な
る
。

②
和
歌
山
県
が
実
施
し
て
い

る
実
証
事
業
の
認
識
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
次
長

①
本
市
で
は
、
家
庭
に
お
け

る
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油
の
処

分
は
、
可
燃
ご
み
と
し
て
収

集
処
理
し
て
い
る
。

②
実
証
事
業
は
、
和
歌
山
市

海
南
市　

有
田
市
を
対
象
に

回
収
拠
点
を
設
け
、
３
０
０

０
人
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
募
集

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
対

象
エ
リ
ア
の
拡
大
を
図
っ
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
と
利

用
促
進
等
に
つ
い
て

12
月
で
健
康
保
険
証
の
新

質　

問

①
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
本
市
の
取
組
は
。

②
（公財）
日
本
財
団
の
「
子
ど
も

第
三
の
居
場
所
」
事
業
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
学
童
保
育
、
児
童
館
運
営

事
業
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
、

夏
休
み
・
冬
休
み
に
公
民
館

で
こ
ど
も
講
座
な
ど
を
実
施
。

②
令
和
６
年
２
月
現
在
で
、

全
国
に
２
０
０
か
所
設
置
さ

れ
て
お
り
、
運
営
団
体
に
対

し
、
様
々
な
運
営
支
援
を
お

こ
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

子
供
た
ち
を
め
ぐ
る
問
題

が
複
雑
化
す
る
中
、
児
童
福

祉
法
改
正
に
よ
り
、
児
童
育

成
支
援
拠
点
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
、
学
校
や
家
庭
以
外
で

子
供
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
を
作
る
必
要
性
が
全

国
各
地
で
高
ま
っ
て
い
る
。

再　

質　

問　

①
「
子
ど
も
第
三
の
居
場
所
」

事
業
実
施
を
希
望
す
る
事
業

所
が
あ
れ
ば
、
市
の
対
応
は
。

②
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

支
援
体
制
強
化
事
業
を
岩
出

市
で
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
希
望
す
る
事
業
所
の
事
業

内
容
や
運
営
能
力
な
ど
を
精

査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

②
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
は
様
々
な
補
助
金

等
も
あ
り
、
本
市
の
実
情
に

一
番
適
し
た
も
の
を
選
択
し
、

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

家
庭
用
廃
食
油
に
つ
い
て

和
歌
山
県
で
は
家
庭
用
使

用
済
み
天
ぷ
ら
油
回
収
実
証

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

質　

問

①
本
市
の
廃
食
油
の
処
分
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

大
おお

上
うえ

　正
まさ

春
はる

 議員
（公明党議員団）

家庭用使用済み天ぷら油回収ボックス
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母親の子育て孤独に
寄り添う

方
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
場

合
に
、
早
期
発
見
、
保
護
に

つ
な
げ
る
見
守
り
愛
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
。
地
域

の
人
や
専
門
職
等
と
交
流
や

相
談
が
で
き
る
場
と
し
て
、

認
知
症
カ
フ
ェ
事
業
を
市
内

２
か
所
で
実
施
し
て
い
る
。

③
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、

認
知
症
の
方
と
ス
ム
ー
ズ
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
技
法
で
あ
る
。
「
見
る
・

話
す
・
触
れ
る
・
立
つ
」
の

４
つ
の
基
本
実
践
を
通
し
て

認
知
症
の
方
と
よ
い
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
技
法
と

し
て
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

質　

問

①
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族

に
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

②
認
知
症
基
本
法
の
基
本
理

念
に
、
国
民
の
理
解
に
よ
る

共
生
社
会
の
実
現
と
あ
る
。

市
の
見
解
は
。

③
認
知
症
の
ケ
ア
技
法
「
ユ

マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
認
識
は
。

答　

弁　

市
長

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
や
見
守
り
愛
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
な
ど
、
認
知
症
施

策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

②
認
知
症
の
方
が
尊
厳
と
希

望
を
持
っ
て
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

整
備
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

全
体
で
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
や
理
解
が
進
む
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
直
接
的
に
は
相
談
対
応
を

行
う
一
方
、
間
接
的
に
は
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

と
、
そ
の
修
了
者
で
組
織
す

る
ロ
バ
の
会
や
、
認
知
症
の

子
育
て
に
お
い
て
、
子
供

を
預
け
ら
れ
る
環
境
や
、
近

く
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

人
が
い
な
い
こ
と
で
、
多
く

の
方
が
孤
独
や
負
担
を
感
じ

て
い
る
。

本
年
４
月
、
改
正
児
童
福

祉
法
が
施
行
さ
れ
、
子
育
て

世
帯
訪
問
支
援
事
業
が
新
設

さ
れ
た
。

質　

問

①
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支

援
が
あ
る
の
か
。

②
こ
の
支
援
事
業
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
１
家
事
支
援

２
育
児
・
療
育
支
援

３
子
育
て
等
に
関
す
る
不

安
や
悩
み
の
傾
聴
、
相
談
、

助
言４

地
域
の
母
子
保
健
、
子

育
て
支
援
施
策
等
に
関
す
る

情
報
提
供

５
支
援
対
象
者
や
児
童
の

状
況
、
養
育
環
境
の
把
握
等

②
現
在
、
従
来
の
養
育
訪
問

支
援
事
業
で
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
支
援
対
象
家
庭

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
支
援
で

き
る
よ
う
予
算
措
置
の
拡
大

や
、
専
門
職
等
の
配
置
を
検

討
し
、
本
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
も
研
究
す
る
。

再　

質　

問

産
前
産
後
の
女
性
に
寄
り

添
い
、
家
事
や
育
児
な
ど
様

々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ

る
専
門
家
と
し
て
、
産
後
ド

ゥ
ー
ラ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を

導
入
す
る
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

今
後
も
助
産
師
が
妊
娠
期

か
ら
産
後
ま
で
支
援
す
る
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
委
託
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

奥
おく

田
だ

 富
と

代
よ

子
こ

 議員
（公明党議員団）
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今
議
会
で
、
岩
出
市
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

年
齢
を
現
行
の
15
歳
か
ら
18

歳
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

小
学
生
以
上
の
対
象
者
の
通

院
に
か
か
る
医
療
費
助
成
額

を
現
行
の
３
分
の
２
か
ら
３

分
の
３
に
引
き
上
げ
る
条
例

の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
た
。

　

令
和
７
年
１
月
１
日

　
　
　

か
ら
施
行
さ
れ
る

質　

問
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に

つ
い
て

①
こ
の
助
成
の
拡
充
は
、
本

の
取
れ
た
福
祉
施
策
と
言
っ

て
き
た
が
、
方
針
を
変
更
し

た
理
由
は
何
か
。

答　

弁　

市
長

こ
の
制
度
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
議
会
で
も
説
明
し
て

き
た
と
お
り
、
国
や
県
が
全

国
一
律
の
制
度
を
構
築
す
べ

き
と
の
立
場
で
、
一
貫
し
て

国
及
び
県
に
対
し
て
強
く
要

望
し
て
き
た
。
ま
た
、
近
隣

の
自
治
体
に
お
い
て
、
こ
の

制
度
の
拡
充
が
あ
り
、
地
域

間
の
格
差
が
顕
在
化
し
て
い

る
。
一
方
、
本
市
の
出
生
数

は
、
近
年
減
少
傾
向
で
、
少

子
化
の
進
行
に
対
応
し
た
子

育
て
施
策
の
充
実
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
、
総
合
的
に
検
討
し
た

結
果
、
こ
の
制
度
の
拡
充
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
④
他
の
福
祉
施
策
と
の
バ

市
の
財
源
、
ま
た
、
各
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
に
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

市
の
見
解
を
。

②
改
正
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

③
還
付
方
法
は
。

④
こ
れ
ま
で
は
、
バ
ラ
ン
ス

ラ
ン
ス
及
び
財
政
状
況
に
つ

い
て
、
十
分
に
精
査
し
た
う

え
で
実
施
す
る
。
今
後
も
バ

ラ
ン
ス
を
保
ち
つ
つ
、
福
祉

施
策
全
体
を
見
据
え
た
取
組

を
進
め
る
。

②
制
度
に
つ
い
て
は
、
段
階

的
に
拡
充
し
て
き
た
。
適
切

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
改
正
前
と
同
様
で
あ
る
。

再　

質　

問

最
も
重
視
し
た
要
因
は
。

ま
た
、
こ
の
改
正
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
。

出
生
率
の
向
上
、
少
子
化
の

抑
制
に
つ
な
が
る
。　

若
も
の
広
場
周
辺
の
公
共
施

設
ト
イ
レ
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
は
、

安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
使

用
で
き
る
た
め
に
必
要
。

質　

問

①
こ
れ
ら
の
ト
イ
レ
に
関
す

る
現
状
は
。
ど
の
よ
う
な
経

緯
か
。

②
今
ま
で
市
民
か
ら
の
苦
情
、

改
善
・
改
修
要
望
は
。

③
改
善
・
改
修
の
必
要
性
を

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

①
②
③
平
成
20
年
３
月
に
若

も
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
男

女
共
用
ト
イ
レ
解
消
の
一
般

質
問
を
受
け
、
解
消
し
た
以

降
、
計
６
か
所
に
ト
イ
レ
を

設
置
。
平
成
29
年
12
月
に
道

の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ト
イ

レ
２
か
所
が
新
た
に
整
備
さ

れ
、
そ
の
ト
イ
レ
を
利
用
す

る
方
が
多
く
、
近
年
、
周
辺

の
ト
イ
レ
に
関
す
る
意
見
、

要
望
は
な
い
。
し
か
し
、
各

施
設
の
破
損
状
況
は
把
握
し

て
お
り
、
修
繕
対
応
を
進
め

て
い
る
。
年
次
計
画
的
に
修

繕
・
改
修
等
を
進
め
て
い
く
。

医
療
費
助
成
の
拡
充
と

　
　
　
　
　
　
　

年
次
計
画

尾
お

和
わ

　正
まさ

之
ゆき

 議員
（郁青青クラブ）
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学
校
給
食
の
無
償
化
継
続
を

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

岩
出
市
で
も
10
月
か
ら
来
年

３
月
ま
で
学
校
給
食
費
の
無

償
化
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
制
度
は
、
全
て
の
子

供
が
平
等
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
学
校
給
食
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
な

困
難
か
ら
子
供
の
健
康
や
学

習
機
会
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
る
。

地
域
間
格
差
を
生
ま
な
い

た
め
に
も
、
国
に
よ
る
制
度

の
創
設
は
切
に
願
う
も
の
で

あ
る
。

質　

問
来
年
度
に
つ
い
て
も
、
実

施
が
で
き
る
よ
う
県
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
無
償

化
の
岩
出
市
で
の
継
続
を
求

め
る
が
市
の
見
解
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

県
が
学
校
給
食
費
無
償
化

補
助
事
業
を
継
続
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
学
校
給
食
費
無
償

化
を
継
続
す
る
考
え
。

ま
た
、
全
国
市
長
会
な
ど

を
通
じ
、
国
に
対
し
て
、
学

校
給
食
費
無
償
化
を
要
望
し

て
い
く
。

　

大
阪
・
関
西
万
博

　
　

教
育
旅
行
に
つ
い
て

大
阪
・
関
西
万
博
は
、
重

大
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故

が
発
生
。
会
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
貧
弱
。
災
害
時
の
対
応

や
避
難
に
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
を
解
決
す
る
見
通
し
さ
え

立
た
な
い
。
６
月
に
は
、
猛

毒
を
持
つ
ヒ
ア
リ
が
発
見
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
ど
の
問
題

も
、
命
を
脅
か
す
重
大
事
象

ば
か
り
で
あ
る
。

質　

問
遠
足
、
集
団
宿
泊
的
行
事

を
行
う
際
は
、
事
故
の
絶
無

を
期
す
る
、
こ
れ
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
万
博
会
場
の
危

険
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
市
と
し
て
考
え
て
い
る
の

か
。

答　

弁　

教
育
部
長

爆
発
火
災
事
故
と
メ
タ
ン

ガ
ス
検
出
の
後
、
様
々
な
安

全
対
策
が
取
ら
れ
、
ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い

る
。
会
期
中
も
含
め
、
ガ
ス

濃
度
測
定
を
継
続
的
に
実
施

し
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

各
小
学
校
の
教
育
旅
行
の

参
加
日
が
決
定
し
て
か
ら
も
、

現
地
の
様
子
や
混
雑
具
合
等

を
勘
案
し
て
、
旅
行
が
危
険

で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
、

い
つ
で
も
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

再　

質　

問

子
供
の
命
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、

安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
と

こ
ろ
へ
子
供
た
ち
を
連
れ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
と
考
え

る
。
学
校
に
責
任
と
判
断
を

負
わ
す
の
で
は
な
く
、
教
育

委
員
会
と
し
て
の
責
任
あ
る

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。　
　

市
の
見
解
は
。

答　

弁　

教
育
部
長

学
校
と
情
報
共
有
し
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
責
任
持

っ
て
旅
行
に
行
く
か
行
か
な

い
か
と
い
う
判
断
を
す
る
。

現
地
の
状
況
な
ど
を
見
て
、

キ
ャ
ン
セ
ル
も
含
め
て
、
し

っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

市
いち

來
き

　利
り

恵
え

 議員
（日本共産党議員団）
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ゲリラ豪雨多発
　　　　用排水対応を

農
免
道
路
の
整
備
を

質　

問

①
曽
屋
の
消
防
屯
所
西
側
道

路
か
ら
農
免
道
路
へ
の
見
通

し
が
悪
い
。
改
良
工
事
を
。

②
防
災
公
園
周
辺
の
空
き
店

舗
前
の
歩
道
整
備
を
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
敷
地
に
フ
ェ
ン
ス
が
あ
る

た
め
、
敷
地
側
の
了
解
が
得

ら
れ
れ
ば
、
藤
崎
井
土
地
改

良
区
と
協
議
を
行
い
、
占
用

許
可
が
可
能
で
あ
れ
ば
検
討

す
る
。

②
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置

を
し
て
い
る
。

訪
問
介
護
事
業
所
数
（
2024

年
6
月
現
在
）

0
か
所
の
自
治
体
：
97

自
治
体

1
か
所
の
自
治
体
：
227

自
治
体

介
護
危
機
の
認
識
は

質　

問

①
訪
問
介
護
事
業
所
の
倒
産

が
過
去
最
高
と
な
り
、
介
護

事
業
所
が
空
白
に
な
る
自
治

体
が
広
が
っ
て
い
る
。
介
護

危
機
と
言
わ
れ
て
い
る
が
市

の
見
解
は
。

②
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
の
推
進
に
関

し
て
影
響
は
。

③
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
小

規
模
事
業
所
な
ど
へ
の
支
援

策
の
考
え
は
。

答　

弁　

生
活
福
祉
部
長

①
倒
産
の
多
く
は
小
規
模
事

業
所
と
把
握
し
て
い
る
。　

人
手
不
足
、
物
価
高
騰
も

あ
る
が
、
山
間
地
な
ど
効
率

が
悪
い
状
況
に
よ
る
と
考
え

て
い
る
。　

②
令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年

間
は
計
画
へ
の
影
響
が
特
に

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
経
営
難
の
問
題
は
、
国
の

制
度
設
計
の
問
題
で
あ
り
、

国
で
対
策
を
講
じ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。
県
に
お

い
て
も
介
護
人
材
確
保
・
育

成
の
様
々
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

浸
水
対
策
の
改
善
を

質　

問

①
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
影
響
が
、

各
地
域
で
出
て
い
る
。
市
の

用
排
水
路
計
画
実
施
面
は
、

ど
こ
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る

の
か
。

②
最
近
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
、

川
尻
の
六
差
路
交
差
点
や
粉

河
加
太
線
の
新
田
広
芝
地
内

の
コ
ン
ビ
二
エ
ン
ス
ス
ト
ア

付
近
な
ど
で
、
排
水
困
難
地

点
が
判
明
し
て
い
る
。
認
識

と
対
策
は
。

③
今
年
度
の
用
排
水
路
の
改

良
場
所
と
来
年
度
以
降
の
改

良
場
所
は
。

答　

弁　

事
業
部
長

①
平
成
20
年
の
集
中
豪
雨
を

受
け
、
平
成
21
年
度
に
浸
水

対
策
を
検
討
。
過
去
に
あ
ふ

れ
た
箇
所
の
改
修
や
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
の
解
消
を
進
め
て
き

た
。
大
町
排
水
路
の
新
設
。

山
崎
地
区
の
山
崎
樋
門
に
排

水
ポ
ン
プ
の
増
設
。
土
地
改

良
区
の
用
水
路
に
は
県
管
理

河
川
に
排
出
す
る
ゲ
ー
ト
の

増
設
を
実
施
し
て
い
る
。

②
７
月
１
日
の
豪
雨
は
、
60

分
間
雨
量
の
換
算
で
114
ミ
リ
。

市
内
全
域
で
道
路
冠
水
な
ど

が
発
生
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

事
業
の
成
果
に
よ
り
、
床
上

・
床
下
浸
水
の
被
害
は
な
い
。

市
の
浸
水
対
策
事
業
は
、

原
則
と
し
て
床
上
・
床
下
の

浸
水
被
害
箇
所
を
対
象
と
し

て
い
る
。

③
今
年
度
は
、
西
野
地
区
の

浸
水
対
策
工
事
、
中
黒
地
区

の
中
黒
坂
ノ
上
水
路
と
岡
田

地
区
の
岡
田
松
田
水
路
の
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

来
年
度
以
降
は
、
赤
垣
内

地
区
の
赤
垣
内
お
に
池
水
路

と
中
迫
地
区
の
中
迫
水
通
水

路
の
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。森交差点付近

増
ます

田
だ

　浩
こう

二
じ

 議員
（日本共産党議員団）

増田　浩二　議員（日本共産党議員団）

訪問介護事業所数（2024年6月現在）
0か所の自治体： 97自治体
1か所の自治体：227自治体

いわで議会だよりいわで議会だより− 9 −



上
岩
出
小
学
校　

６
年　

飛と
び

田た　

大や

ま

と和 

さ
ん

ぼ
く
が
以
前
住
ん
で
い
た
大
阪
市
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
と
ビ
ル
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
六

年
前
岩
出
市
に
住
み
始
め
て
一
番
驚
い
た
事
は
、

星
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
た
こ
と
で
し
た
。

家
の
周
り
の
虫
や
草
花
で
季
節
感
を
感
じ
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
自
然
だ
け
で
な
く
、
人
の
温
か
さ
も
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
根
来
の
鉄
砲
隊
や
根
来
塗
、
船
戸
の
古
墳
な
ど
の
岩

出
市
の
歴
史
や
文
化
を
し
っ
か
り
学
ん
で
、
岩
出
市
の
良
い
所
を
大

阪
の
友
達
に
も
自
慢
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

中
央
小
学
校　

６
年　

岩い
わ

倉く
ら　

琴こ
と

音ね 

さ
ん

私
に
と
っ
て
岩
出
市
は
、
伝
統
文
化
を
感
じ

る
市
で
す
。
そ
れ
は
、
人
々
の
思
い
を
の
せ
て

四
百
年
に
も
わ
た
っ
て
「
根
来
の
子
守
唄
」
が

唄
い
継
が
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
江
戸
時
代
の

初
め
か
ら
、
紀
の
川
筋
か
ら
有
田
ま
で
唄
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
根

来
寺
を
大
切
に
思
っ
て
い
た
人
達
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

私
達
が
大
人
に
な
っ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
あ
や
す
時
に
子
守
唄
を
口

ず
さ
ん
で
子
供
達
が
ま
た
子
守
唄
を
口
ず
さ
む
。
こ
の
伝
統
文
化
を

私
達
も
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
楽
し
み
で
す
。

発
行
／
岩
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市
議
会　
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広
報
常
任
委
員
会
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和
歌
山
県
岩
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市
西
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９
番
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６
９
４
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Email

：gikai@c
ity.iwade

.lg.jp

い
わ
で
議
会
だ
よ
り
74
号

2024
12月

岩出市議会広報常任委員会

「手に取って	読みたくなる	議会だより」を目標に紙面づくりに取り組んでいます

委員長	玉田隆紀　 副委員長 	市來利恵　 委員 	福山晴美　奥田富代子　尾和正之　吉本勧曜

★ 令和６年第４回定例会（12月）の

　 本会議開催予定日は、次のとおりです。

●第４回定例会（12月議会）日程
午前9時30分から

 11月29日（金） 行政報告･議案説明

12月５日（木） 質疑・委員会付託

13日（金） 討論・採決

17日（火） 一般質問

18日（水） 一般質問

１１月２９日（金）の本会議は、午前９時３０分

から旧和歌山県議会議事堂（根来２３４７-２２）

で開会します。みなさん傍聴にお越しください。

なお、１２月５日

（木）以降の本会議は、

午前９時３０分から、

岩出市役所の市議会

議場で開きます。

いわで議会だよりでは、

表紙写真・イラストを募集しています。

詳しくはウェブサイトをご覧ください。 市議会ウェブサイト

いわで議会だより − 10 −


